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Gentianaline B, which bears a long fatty chain moiety and bisphosphocholine moiety, has 
antifungal activity. We established the method of a tricosane-1,23-diol preventing the 
contamination of the other symmetric 1,ω-diols. Using the method, we accomplished the first 
total synthesis of Gentianaline B. 
 

Gentianaline B (1)は 2020年にリン

ドウ科の植物 Gentiana crassicaulis
より単離された天然物である 1)。 

1 は 23 炭素の長鎖脂肪鎖とビス

ホスホリルコリン構造を持ち、その

他の炭素数の長鎖脂肪族ビスホス

ホリルコリンの知見から、抗真菌活性を持つことが期待されている 2)。今回我々は 1
の抗真菌活性の調査を目的に全合成研究に着手した。 
予め調製したヨウ素化合物(2)とグリニャール試薬(3)のカップリング反応により望

みの炭素骨格を構築したのち、保護基を除去することでトリコサン-1,23-ジオール(5)
を合成した。これにより、望まない炭素数の 1,ω-ジオールが混入しない純粋な 1,ω-ジ
オールの調製法を確立した。その後、5に構造修飾を施すことで 1の全合成を達成し

た。本講演では、5の合成法ならびにその後のホスホリルコリンへの誘導検討の詳細

について報告する。 
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